
平成 27年 5月 1日11 さいじょう市議会だより

放
課
後
子
育
て
・
学
習

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
現
状
は
？

平
成
26
年
７
月
か
ら
放
課

後
子
育
て
・
学
習
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
子

育
て
・
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
員

配
置
な
ど
、
現
状
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

現
在
、
子
育
て
・
学
習
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
市
内
の
児

童
ク
ラ
ブ
に
87
名
配
置
さ
れ
て
お

り
、
家
庭
学
習
や
生
活
面
で
の
支

援
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
伝
統
や

文
化
を
学
習
す
る
な
ど
、
子
ど
も

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

子
育
て
・
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の

支
援
に
よ
り
、
児
童
に
は
家
庭
学

習
の
習
慣
が
身
に
つ
く
な
ど
の
効

果
が
現
れ
、
ま
た
、
児
童
ク
ラ
ブ

で
は
支
援
員
が
児
童
の
サ
ポ
ー
ト

に
専
念
で
き
る
時
間
が
増
え
る
な

ど
、
良
い
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

政
党
助
成
制
度
廃
止
を
！

政
党
助
成
制
度
導
入
後
、

愛
媛
県
内
の
各
政
党
に
交

付
さ
れ
た
政
党
助
成
金
の
総
額
は

35
億
円
を
超
え
て
お
り
、
自
由
民

主
党
は
懇
談
会
で
の
オ
ー
ド
ブ
ル

代
、
民
主
党
は
ト
イ
レ
改
装
費
、

公
明
党
は
事
務
所
エ
ア
コ
ン
代
な

ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
実
態
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

政
党
交
付
金
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
政
党
助
成
法
に

基
づ
き
運
用
さ
れ
て
お
り
、
国
民

の
監
視
と
批
判
の
下
に
置
か
れ
、

使
途
の
適
正
化
が
図
ら
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、

政
治
不
信
を
招
か
な
い
よ
う
法
律

を
遵
守
し
て
適
正
な
運
用
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
！

住
民
票
な
ど
の
各
種
窓
口

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
フ

ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
方
針
を

問
う
。

現
在
、
市
民
へ
の
応
対
方

法
と
し
て
は
、
総
合
案
内

の
設
置
及
び
窓
口
業
務
の
時
間
延

長
や
各
種
書
類
の
電
子
化
、
更
に

は
職
員
の
接
遇
研
修
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
民

間
企
業
や
先
進
自
治
体
に
お
い
て

既
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
市
民
目

線
に
立
っ
た
非
常
に
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　

毎
年
、
年
度
初
め
や
年
度
末
な

ど
の
繁
忙
期
に
は
、
窓
口
で
の
混

雑
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
今
後
、

設
置
が
必
要
な
時
期
や
時
間
帯
を

調
査
し
、
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
必
要
性
や
ど
の
よ
う
な
職
員
を

配
置
す
る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

本
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
９

件
、
請
願
２
件
の
計
11
件
に
つ
い

て
、
３
月
６
日
に
現
地
調
査
の
後
、

書
面
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
①
乗
車
人

員
の
少
な
い
バ
ス
路
線
へ
の
対
応

は
、
②
地
方
交
付
税
の
見
込
み
は

ど
う
か
、
③
一
斉
避
難
訓
練
を
今

後
ど
う
生
か
す
の
か
な
ど
、
予
算

執
行
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点

や
要
望
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
査
概
要
は
、
本
会

議
で
委
員
長
報
告
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
議
案
９
件
は
可
決
、
請

願
２
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
24

件
に
つ
い
て
、
３
月
９
日
に
現
地

調
査
の
後
、
書
面
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
①
心
身
障

害
者
扶
養
共
済
推
進
事
業
費
補
助

金
削
減
に
伴
う
当
事
者
へ
の
対
応

は
、
②
石
鎚
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー

ク
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
で
は
用
具
な
ど
の

貸
し
出
し
は
し
な
い
の
か
、
③
水

道
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は
ど
う

か
な
ど
、
予
算
執
行
に
当
た
っ
て

留
意
す
べ
き
点
や
要
望
が
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
査
概
要
は
、
本
会

議
で
委
員
長
報
告
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
議
案
24
件
は
可
決
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
16

件
、
請
願
１
件
の
計
17
件
に
つ
い

て
、
３
月
10
日
に
現
地
調
査
の
後
、

書
面
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
で
は
、
①
今
後
の

か
い
よ
う
病
発
生
の
可
能
性
は
、

②
本
谷
温
泉
改
修
計
画
の
内
容
は
、

③
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
実
行
委
員

会
補
助
金
の
積
算
根
拠
な
ど
、
予

算
執
行
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き

点
や
要
望
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
審
査
概
要
は
、
本
会

議
で
委
員
長
報
告
を
行
い
、
採
決

の
結
果
、
議
案
16
件
は
可
決
、
請

願
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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